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環境管理
推進員
各部等
総務担当

グループリーダー

環境管理
推進責任者
副社長

環境管理
委員会

●委員長（社長）
●委員（役員）

環境管理
推進者
各部等の長

省エネルギー
委員会

●責任者
  （空港施設計画・
   整備担当役員）

エコ愛ランド
推進協議会

●会長
  （空港施設計画・
   整備担当役員）
●会員
  （空港島内事業者等）

各レベルに責任者を置き、全社的に取り組みを推進

関西国際空港

KIACグループ

情報
共有

取り組みを評価、改善

環境管理体制

※1 2012年度目標に対する評価。　　※2 制限区域内の車両。
※3 COD：水の中に有機物を酸化剤で分解する際に消費される酸素量。
※4 GPU（Ground Power Unit）：航空機用地上動力設備。　　※5 航空機発着回数当たりの量。
※6 移動電源車も含む。　　※7 ウェブサイト、環境センター、関空交流館での情報公開。

：十分達成できたもの
 （達成率110％以上）

取り組みの
分類

取り組み
項目 活動項目 目標

（2008～2012年度） 活動実績 評価※1
2010年度
目標

低騒音型
航空機の導入

航空機による
電波障害への
対応
クリーンセン
ターの排ガス
対策

低公害車の
導入

排水による
負荷の軽減
（浄化センター）

航空機および
空港施設から
の温室効果ガ
ス排出量削減

GPU※4の
利用促進
一般廃棄物の
減量化および
再資源化

排水の高度処
理と中水利用

緩傾斜石積護
岸での藻場の
モニタリング
等

環境監視デー
タの公開

航空機騒音に係る
「環境基準達成率」
100％を維持

改善対策実施率
100％を維持

NOxの自主管理値
70ppm以下

低公害車・低排出
ガス車導入率35％
以上※2

COD※3放流水質日
平均12mg/ℓ以下
COD日負荷量
30kg/日未満

温室効果ガス排出
量※5を2006年度
比10％削減

ＧＰＵ利用率75％
以上

一般廃棄物リサイ
クル率10％

上水供給量※5を
2006年度比5％
削減

藻場の維持に努め
る

環境監視データの
公開を継続※7

100％
（維持）
　
100％
（維持）　

70ppm以下
（維持）

29％以上
　

12mg/ℓ以下
（維持）
30kg/日未満
（維持）
　

：ほぼ達成できたもの
 （達成率90～110％）

：来年努力するもの
 （達成率90％未満）

2009年度

前年度以上

前年度以上

10％削減
（2006年度比）

前年度以上

5％削減
（2006年度比）

藻場の維持
に努める

データの公開
を継続

100％

100％

46ppm
（平均）

23％

6.4mg/ℓ

6.4kg/日

航空機
19.1％削減
空港施設
10.8％削減

81.8％※6

10.2%

13％削減

藻場の維持
を実施

データの公開
を実施

航空機
騒音

電波障害

大気質
保全

水質保全

温室効果
ガス排出
量の削減

資源の
有効利用

水循環

自然環境

情報公開

[１] 快適な
地域環境を
守る空港

[２] 地球環境
への負荷の
少ない空港

[３] 循環型の
空港

[４] 自然を
大切にし、
ふれあいの
ある空港
[５] 地域の人々
や利用者ととも
に生きる空港

エコ愛ランド推進計画 目標と実績（簡略版）

集計の対象
集計の期間
環境保全コストの
項目の分類
環境保全コストの
内容

関西国際空港株式会社
2009年４月1日から2010年３月31日
環境会計ガイドライン2005年版（環境省）を基本に、関西国際空港の特色を考慮して
設定した。
・事業エリア内コスト：浄化センターおよびクリーンセンターの用地・施設整備関連費、
維持費ならびに省エネルギー・節水関連施設整備費、維持管理費など
・管理活動コスト：環境に関する社会貢献費、環境調査費

集計の方法

2,002
48

1,366
30

3,446
118
201
318
3,765

公害防止
省エネルギー
一般廃棄物処理・処分
節水関連
小計
環境に関する社会貢献
環境調査
小計

事業エリア内コスト

管理活動コスト

環境保全コスト合計

2,047
92

1,466
31

3,636
135
230
366
4,001

集計区分 コスト
2009年度 2008年度

環境保全コストの集計

T-N: 77.90トン
NOx: 47.81トン

浄化センター
クリーンセンター

6
9

2009年度
環境負荷抑制量 金額換算（百万円）

T-N: 78.03トン
NOx: 47.25トン

6
9

2008年度
環境負荷抑制量 金額換算（百万円）

環境保全効果

1
2
3
4

中水利用による上水使用量の削減
独自の下水処理による公共下水道放流料金の削減
独自のごみ焼却処理による陸域のごみ焼却経費の削減
省エネルギー効果による経費の削減
合計

131百万円
233百万円
262百万円
32百万円
658百万円

環境保全対策に伴う節約効果（便益）

温室効果ガスの排出航空機 騒音

廃棄物

水質・排水

自然環境の創出

クリーンセンターの燃焼管理

騒音監視と苦情処理体制
飛行経路の遵守

タキシングルートの効率化、省エネルギー対策など
GPUの利用促進：82％
低公害車の導入：23％

分別排出の徹底、再資源化など
リサイクル率：10.2％

排水処理量....

排水放流量....

COD....................

T－N（全チッソ）...

T－P（全リン）.....
排水の高度処理

76.9
36.5
6.4
2.4
0.1

万m3

万m3

mg/ℓ
mg/ℓ
mg/ℓ

中水量.............33.7万m3

NOx...........................................

ダイオキシン類.....

ばいじん................定量下限値未満

46
0.00097

ppm
ng/m3N

一般廃棄物　総排出量........

　　　　　　最終処分量....
8,337トン
1,091トン

藻場面積.........55ha

関西国際空港におけるCO2排出量..............

❶ 航空機からのCO2排出量..........................

❷ KIAC管理空港施設からのCO2排出量.....................

❸ 事業者空港施設※8からのCO2排出量..........

42.1
31.0
6.4
4.7

万トン-CO2
万トン-CO2（73.5％）
万トン-CO2（15.3％）
万トン-CO2（11.2％）

環境基準達成率.... 100％

空港島周辺の緑化

中水の有効利用など
リサイクル率：43.8％

水資源

浄化センタ浄化センター❷

クリーンセンタクリーンセンター❷

❸

エアロプラエアロプラザ❷ ❸エアロプラザ❷ ❸

旅客ターミナルビ旅客ターミナルビル❷ ❸

KIAC車KIAC車両❷

事業者車事業者車両❸

藻場藻場

❶ 航空機からの
　 CO2排出量集計範囲
❷ KIAC管理空港施設からの
　 CO2排出量集計範囲
❸ 事業者空港施設からの
　 CO2排出量集計範囲

※8 官庁、テナントなど。

大気排出物

クリーンセンター❷

❸

旅客ターミナルビル❷ ❸

KIAC車両❷

事業者車両❸

藻場

KIACビKIACビル❷KIACビル❷

航空航空機❶

浄化センター❷

航空機❶

（百万円）

環境と共生する21世紀型空港として、公害のない、地域と共存共栄する空港を目指すとともに、
地球環境的視点に立った環境対策にも積極的に取り組み、
循環を基調とする持続的発展可能な「人と自然にやさしい」空港を目指しています。

当社は2001年度から空港島全体を
対象とした環境管理計画を策定し、環
境負荷の低減に取り組んできました。
2007年度には、第2滑走路のオープン
を契機に、2012年度までの環境管理
計画「エコ愛ランド推進計画」を策定し
ました。1期島で実施してきた環境保全
活動を2期島にも展開し、継続的に発展
させていくためのもので、可能な限り

当社は独自の環境管理計画を策定
し、全社員で環境負荷低減に取り組ん
でいます。その結果を、社長を委員長と
する「環境管理委員会」が評価し、手法
を改善します。また「環境管理推進責任
者」である副社長のもと、全社を挙げた
総合的な環境負荷低減策を推進して
います。特に省エネルギーについては、
「省エネルギー委員会」が中心になって
います。
また、当社を含め43の空港島内事業
者からなる「関西国際空港エコ愛ランド
推進協議会」で、空港全体が一丸となっ
て環境負荷低減に取り組んでいます。
さらに、航空機騒音などを監視し、地域
への環境影響を把握しています。監視
計画は大阪府知事と近隣地域の市町長
からなる「関西国際空港環境監視機構」
などから助言を受け、結果は関係行政
機関などに報告し、当社ウェブサイト
などでも公開しています。

数値目標を設定することで達成度を
評価し改善につなげています。
2009年度は、「航空機騒音、電波
障害、大気質（排ガス）・水質保全」、
「CO2排出量の削減」、「資源の有効
利用・水循環」などの項目で目標を達成
しましたが、低公害車の導入が進んで
いないといった課題も残りました。
2010年度は引き続き目標達成に向け
て活動を進めていきます。

環境保全対策を効率的なものにする
ため、当社では2002年度から環境会計
を導入し、取り組みに要したコストと
その効果を評価しています。
環境保全コストについては、排水処理

やごみ処理などの項目を中心に集計
しています。2009年度の集計結果は
3,765百万円となり、2008年度より
236百万円減少しました。
環境保全効果については、水質汚濁と
大気汚染の代表的な項目であるT-N
（全窒素）とNOxの環境負荷抑制量を
算出し、指標を用いて金額換算※9して
います。2009年度の環境保全効果は、
推計15百万円となりました。また、環
境保全対策に伴う経費の削減効果は、
推計658百万円となりました。
※9  環境保全効果の金額換算には（独）産業技術総合
研究所ライフサイクルアセスメント研究センターが
開発した指標（LIME）を用いています。

注） 端数を四捨五入して表示しています。そのため合計やパーセンテージが合わない項目があります。

環境保全・創造への取り組みCSR活動報告

環境マネジメント体制と
環境監視体制

エコ愛ランド推進計画 環境パフォーマンスデータ

環境会計の試み

●  環境情報➡http://www.kiac.co.jp/env/index.html
●  エコ愛ランド推進計画➡http://www.kiac.co.jp/env/eco/index.html

関西国際空港CSR報告書 201027 関西国際空港CSR報告書 2010 28
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